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こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
関
係
各
部
が
連

携
を
図
り
、
事
業
の
実

施
日
や
時
間
な
ど
が
重

な
ら
な
い
よ
う
調
整
し

て
い
く
。

狭
山
谷
公
園
周
辺
の
施

設
利
用
者
へ
の
駐
車
場

対
策
を

よ
り
危
険
な
「
Ｃ
Ｖ‒

22
オ
ス
プ
レ
イ
」
の

横
田
配
備
計
画
に
明
確
な
反
対
の
取
組
み
を

安
全
・
環
境
対
策
を
国
と
米
軍
に
求
め
て
い
く

町
長

近
藤
　
　
浩
　
議
員
（
改
革
み
ず
ほ
の
会
）

質
問　
「
未
亡
人
製
造
機
」

と
言
わ
れ
、
危
険
で
事
故

率
も
高
い
オ
ス
プ
レ
イ
の

横
田
配
備
が
発
表
さ
れ
た
。

　

Ｃ
Ｖ‒

22
は
特
殊
作
戦

部
隊
仕
様
で
あ
り
、
輸
送

用
の
普
天
間
配
備
の
Ｍ
Ｖ

‒

22
よ
り
、
さ
ら
に
危
険

で
あ
る
。
人
口
密
集
地
域

で
の
飛
行
訓
練
な
ど
米
本

国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
町
や
議
会
や
住

民
は
基
地
被
害
軽
減
に
向

け
て
、
様
々
な
活
動
を
続

け
て
き
た
が
、
そ
の
努
力

を
無
に
す
べ
き
で
は
な
い
。

あ
ら
た
め
て
そ
の
危
険
性

を
認
識
し
、
他
自
治
体
と

共
に
反
対
の
取
組
み
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

オ
ス
プ
レ
イ
の
み

な
ら
ず
、
国
の
安
全
保
障

に
関
す
る
こ
と
は
国
の
専

管
事
項
で
あ
り
、
日
本
の

安
全
が
あ
っ
て
こ
そ
町
の

安
全
が
あ
る
。
し
か
し
、

町
民
は
常
に
航
空
機
騒
音

や
事
故
に
対
す
る
懸
念
な

ど
、
大
き
な
不
安
を
抱
え

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
解
消

す
る
よ
う
町
民
生
活
へ
の

配
慮
と
安
全
性
を
国
や
米

軍
に
求
め
て
い
く
こ
と
が

地
方
自
治
体
の
役
割
で
あ

る
。

　

今
後
も
、
町
の
置
か
れ

て
い
る
実
情
を
訴
え
、
横

田
基
地
に
飛
来
す
る
全
て

の
航
空
機
に
対
し
て
、
徹

底
し
た
安
全
対
策
と
環
境

対
策
を
国
と
米
軍
が
責
任

を
持
っ
て
講
ず
る
よ
う
求

め
て
い
く
。

町上空を飛行するオスプレイ

情報発信力を高められないか

町長

森　　　亘　議員（自民新政会） 質
問　

町
事
業
の
内
容
や
、

町
内
事
業
者
や
各
種
団
体

の
能
力
や
魅
力
、
取
組
み

を
広
く
町
内
外
に
周
知
・

認
識
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ま
た
、
緊
急
時
に
適
時
的

確
な
情
報
が
伝
達
で
き
る

よ
う
な
、
実
効
性
の
高
い

情
報
発
信
手
段
を
構
築
す

べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

次
の
４
点
を
町
長
に
伺
う
。

問
①
　
情
報
発
信
の
必
要

性
や
手
段
の
取
捨
選
択
の

基
準
は
。

町
長　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
活
用
し

て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

問
②
　
効
果
の
検
証
は
。

町
長　

具
体
的
な
数
値
な

ど
で
の
検
証
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

効
果
は
高
く
、
「
さ
や
ま

花
多
来
里
の
郷
」
な
ど
の

来
場
者
数
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問
③
　
各
種

事
業
に
お
け

る
情
報
発
信

へ
の
財
政
的

な
優
先
度
は
。

町
長　

国
や

都
の
補
助
金

の
活
用
、
民

間
企
業
と
の

連
携
が
図
れ

る
か
な
ど
を

検
討
し
た
上

で
予
算
化
し

て
い
る
。

問
④
　
制
度

的
、
組
織
的
な
改
善
点
の

必
要
性
は
。

町
長　

各
部
署
が
責
任
を

持
ち
、
情
報
を
受
信
す
る

人
が
興
味
を
抱
け
る
よ
う

に
、
今
後
、
研
修
な
ど
を

通
じ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
。

マスコミに取り上げられ、大変にぎわう「つるし飾り展」（耕心館）

研修などを通じてレベルアップを図る
新
庁
舎
建
設
に
関
わ
る
、
こ
れ
ま
で
に

克
服
し
た
課
題
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
く

町
長

古
宮
　
郁
夫
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

24
年
の
耐
震
診
断

に
よ
り
、
庁
舎
一
部
が
耐

震
性
能
不
足
と
判
明
し
、

こ
の
た
め
仮
庁
舎
や
課
の

移
転
等
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
事
態
の
克
服
の
た
め

に
新
庁
舎
建
設
は
、
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

建
設
敷
地
に
つ
い
て
も
、

立
川
断
層
や
都
市
計
画
の

上
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

26
年
12
月
に
現
敷
地
が
正

式
に
決
定
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
27
年
５
月
に

は
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
努
力
と

今
後
の
計
画
・
検
討
項
目

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

事
務
所
移
転
と
並

行
し
な
が
ら
、
建
設
位
置

や
費
用
な
ど
の
検
討
を
進

め
て
き
た
。
今
後
の
予
定

は
、
最
初
に
建
設
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
を
決
定
し
、
議

会
や
町
民
に
お
知
ら
せ
し

た
後
、
本
格
的
な
設
計
に

入
る
予
定
。
立
川
断
層
に

関
す
る
国
の
調
査
内
容
で

は
特
に
切
迫
し
た
状
況
で

は
な
い
が
、
首
都
圏
直
下

型
、
東
南
海
な
ど
の
巨
大

地
震
に
備
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

　

今
後
、
専
門
家
の
最
新

の
議
論
を
参
考
に
、
町
民

参
加
を
得
な
が
ら
、
ス
ピ

ー
ド
感
の
あ
る
意
思
決
定

を
行
っ
て
い
く
。

撤去した旧庁舎跡地に整備された来客者用駐車場

総務産業建設委員会委員
森　　　亘　　　古宮　郁夫　　　近藤　　浩　　　小川　龍美
髙水　永雄　　　石川　　修　　　原　　隆夫　　　山﨑　　栄

厚生文教委員会委員
下野　義子　　　村上　嘉男　　　原　　成兆　　　大坪　国広
小山　典男　　　齋藤　成宏　　　村山　正利　　　吉野　一夫

を開催します議員との対話集会

11月18日（水）

11月19日（木）

19：00～

19：00～ 

町民会館

第2会議室 厚生文教委員会委員

総務産業建設委員会委員

子育て支援について

地域コミュニティー
の活性化について

「みずほ まちなか会議」

担　当テーマ会　場時　間日　程

みなさまの
ご参加を

  お待ちしています。




